
2009 年 12 月号 目次 
 
 

【トピックス】 

 横浜市における自殺の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 アレルギー物質を含む食品の検査結果（その 1） ・・・・・・・・・・・ 5 

 海水浴場水質調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

 

【感染症発生動向調査】 

 感染症発生動向調査委員会報告 11 月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

 感染症発生動向調査における病原体検査 11 月 ・・・・・・・・・・・・ 12 

 

【検査結果】 

 由来別病原菌検出状況 11 月 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

 

【情報提供】 

 衛生研究所 WEB ページ情報（21 年度 11 月分）・・・・・・・・・・・・・・・ 14 







 3

４ 区別の自殺者数、自殺死亡率 

自殺者数の増加がみられた平成 18 年からの 3 年間について、各区での自殺者数の推移と、自殺死亡

率（人口 10 万対）の変化を観察しました（表 3～4、図 5～6）。 

自殺者数について3年間の平均をみると、港北区、南区、鶴見区、中区の順に多くみられました（表3）。

一方、自殺死亡率の平均は、中区、南区、栄区、瀬谷区の順に高くみられました（表 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自殺者数の 3 年間の推移をみると、南区、港南区、金沢区、緑区、瀬谷区で自殺者数(図 5)、自殺死亡

率(図 6)共に経年的に増加していました。南区は、自殺者数、自殺死亡率共に横浜市 18 区内で 2 番目に

高い値を示しました（表3～4）。鶴見区では、平成19年に自殺者数が前年より 18人増加し、自殺死亡率も

17.4 から 24.0 に上昇しました。しかし、平成 20年には自殺者数、自殺死亡率共に平成18年並みとなって

おり、3年平均の自殺者数(表3)が多くみられたのは、平成19年の増加によるものだと考えられます。また、

港北区では、平成20年に自殺者数が前年より26人増加し、自殺死亡率も17.0から24.9に上昇しました。

港北区の自殺者数は他区より多い(表 3)ものの、自殺死亡率は 18 区中 6 位（表 4）であるのは、人口規模

が大きいことによるものと考えられます。 

 

平成18年からの3年間のデータのみでは、一時的な自殺者数の増加とも考えられるため、区ごとの傾向

を把握することは困難です。区別の自殺者数の傾向については、今後の検討が必要です。 
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図 5 区別の自殺者数（平成 18～20 年） 

表 3 自殺者数（平成 18～20 年平均） 
順位 区
1 港北 64
2 南 53
3 鶴見 52
4 中 50
5 青葉 48
6 戸塚 45
7 神奈川 44
8 旭 44
9 金沢 42
10 港南 42
11 保土ケ谷 38
12 磯子 32
13 緑 27
14 瀬谷 27
15 栄 27
16 都筑 24
17 泉 23
18 西 18

（人）

順位 区
1 中 35.3
2 南 27.4
3 栄 21.6
4 瀬谷 21.2
5 西 20.5
6 港北 20.3
7 金沢 20.0
8 神奈川 19.7
9 鶴見 19.7
10 磯子 19.6
11 港南 18.8
12 保土ケ谷 18.6
13 旭 17.6
14 戸塚 16.8
15 青葉 16.2
16 緑 15.7
17 泉 15.2
18 都筑 13.3

（人口10万対）

表 4 自殺死亡率（平成 18～20 年平均） 





 5

アレルギー物質を含む食品の検査結果（その1） 
 

 

平成13年4月、食物アレルギーを持つ人の健康危害を未然に防止する観点から、アレルギー物質（特定

原材料）を含む食品に表示が義務付けられました。現在、特定原材料として卵、乳、小麦、そば、落花生、

えび、かにの7品目が指定されています。 

平成21年5月に、各福祉保健センターが市内製造所や小売店において収去したものについて、卵と乳

の検査を行いました。また、10月に健康福祉局食品専門監視班が横浜市学校給食会及び市内製造所に

おいて収去したもの並びに通信販売で買上げた食品について、卵と乳の検査を行いました。その検査結

果を報告します。 

 

1 卵の検査 

菓子類等32検体について、卵の検査を行いました。ELISA法によるスクリーニング試験の結果、いずれも

陰性（10ppm未満）でした（表1及び2）。 

 

表 1 卵の検査結果 5 月分 （スクリーニング試験） 

食品 検体数 陽性数 

菓子類 8 0 

調味料 3 0 

惣菜 1 0 

麺類 1 0 

アイスクリーム 1 0 

魚肉練り製品 1 0 

その他（カレールー） 1 0 

合計 16 0 

 

表 2 卵の検査結果 10 月分 （スクリーニング試験） 

食品 検体数 陽性数 

菓子類 7 0 

パン類 3 0 

パン（学校給食会） 3 0 

魚肉練り製品 2 0 

調味料 1 0 

合計 16 0 

 

 

２ 乳の検査 

菓子類等32検体について、乳の検査を行いました。ELISA法によるスクリーニング試験の結果、いずれも

陰性（10ppm未満）でした（表3及び4）。 
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表 3 乳の検査結果 5 月分 （スクリーニング試験） 

食品 検体数 陽性数 

菓子類 6 0 

レトルト製品 3 0 

穀類加工品 2 0 

惣菜 1 0 

清涼飲料水（コーヒー） 1 0 

食肉製品 1 0 

その他（マーガリン、インスタントコーヒー） 2 0 

合計 16 0 

 

 

表 4 乳の検査結果 10 月分 （スクリーニング試験） 

食品 検体数 陽性数 

菓子類 10 0 

パン類 3 0 

アイスクリーム（豆乳アイス） 1 0 

その他（シチュールー） 2 0 

合計 16 0 

 

 

 

【 食品添加物担当 】 
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感染症発生動向調査委員会報告 11月 

 

 

【患者定点からの情報】 

市内の患者定点は、小児科定点：88か所、内科定点：57か所、

眼科定点：18か所、性感染症定点：26か所、基幹（病院）定点：3か

所の計192か所です。なお、小児科定点は、インフルエンザと小児

の13感染症を報告します。内科定点はインフルエンザのみを報告

します。従ってインフルエンザは、小児科と内科で、計145定点から

報告されます。 
 

平成21年10月19日から11月22日まで（平成21年第43週から第47

週まで。ただし、性感染症については平成21年10月分）の横浜市感染症発生動向評価を、標記委員会に

おいて行いましたのでお知らせします。 
 

全数把握の対象 
 
＜コレラ＞ 

11月の報告数は、25日現在で１例です。渡航地はインドでした。 
 

＜パラチフス＞ 

1例です。渡航地はインドでした。 
 

＜細菌性赤痢＞ 

1例です。渡航地はインド・ネパールでした。 
 

＜腸管出血性大腸菌感染症＞ 

3例です。今年は1月からの累計で80例の報告があり、昨年同期の63例に比べると、やや多い値です。 
 

＜レジオネラ症＞ 

1例です。感染経路は不明です。今年の累計は16例で、昨年同期の30例に比べると少なめです。 
 

＜麻しん＞ 

1例です。予防接種歴は不明です。今年の累計は42例で、昨年同期の1479例より、著減しています。 

引き続き予防接種の勧奨が必要と思われます。麻しんは平成20年1月から感染症法の5類感染症の全

数把握の対象となり、診断した医師は届出が義務付けられています。 

http://idsc.nih.go.jp/disease/measles/index.html 
 

＜つつが虫病＞ 

1例です。全国的に、秋春に患者が報告されています。山等へのレジャーの際には、手足を露出しない、

山道を逸れない等、ダニにさされないような対策が必要です。 

つつが虫病についてはこちらをご参考下さい。 

http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/k02_g1/k02_13/k02_13.html 

≪今月のトピックス≫ 

● インフルエンザは第45週から連続して減少していますが、この3週間で、0～4歳は増加してい

ます。 

年齢層別報告数は、第43週から5～9歳の年齢層が最も多く、約40％を占めています。 

● 市内でのインフルエンザ入院サーベイランスの半数は5～9歳です。脳症好発年齢への注意が

必要です。 

● 今シーズンの病原体定点からのウイルス検出状況では、すべてＡＨ1pdmであり、季節性イン

フルエンザは認められていません。 

● 冬の感染症については、大きな流行はまだ認められていません。 

平成2１年 週－月日対照表 

第43週 10月19～25日 

第44週 10月26～11月1日 

第45週 11月 2～ 8日 

第46週 11月 9～15日 

第47週 11月16～22日 
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【病原体定点からの情報】 

市内の病原体定点は、小児科定点：8か所、インフルエンザ（内科）定点：5か所、眼科定点：1か所、基幹

（病院）定点：3か所の計17か所を設定しています。 

検体採取は、小児科定点8か所を2グループに分け、4か所ごと毎週実施し、インフルエンザ定点は特に

冬季のインフルエンザ流行時に実施しています。眼科と基幹定点は、対象疾患の患者から検体採取がで

きた時に随時実施しています。 

 

衛生研究所から 

＜ウイルス検査＞ 

2009年11月に病原体定点から搬入された検体は、小児科定点50件（鼻咽頭ぬぐい液47件、便3件）、内

科定点12件（鼻咽頭ぬぐい液）でした。患者の臨床症状別内訳は、小児科定点はインフルエンザ（疑いを

含む）41人、咽頭炎・気道炎5人、RSV感染症1人、胃腸炎3人、内科定点はインフルエンザ12人でした。 

12月10日現在、インフルエンザ患者（小児科定点36人、内科定点11人）と気道炎患者（小児科定点2人）

合わせて49人から、新型インフルエンザウイルス（AH1pdm）が分離されています。これ以外にPCR検査で

は、小児科定点のインフルエンザ患者2人および胃腸炎患者2人からAH1pdm、RSウイルス感染症患者1人

からRSウイルスの遺伝子が検出されています。 

その他の検体は引き続き検査中です。 

 

＜細菌検査＞ 

11月の感染性胃腸炎関係の検体受付は1件で検出されませんでした。また、菌株の受付は4株で毒素

原性大腸菌が1件検出されました。 

溶血性レンサ球菌咽頭炎の検体受付は4件で、A群溶血性レンサ球菌が全検体から検出されました。 

マイコプラズマを疑う検体受付は1件で検出されませんでした。 

 

【 感染症・疫学情報課  検査研究課 ウイルス担当 】 



感 染 性 胃 腸 炎

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 小児科 基幹

件 数 1 4 16 91

菌種名

サルモネラ  

腸管病原性大腸菌 4

毒素原性大腸菌 1 6

組織侵入性大腸菌

腸管出血性大腸菌 6

腸管凝集性大腸菌

黄色ブドウ球菌

カンピロバクター 3

不検出 1 3 13 75

呼 吸 器 感 染 症 等

検 査 年 月

定点の区別 小児科 基幹 小児科 基幹

件 数 5 77 5

菌種名

A群溶血性レンサ球菌  T１ 1 4

                                   T2 1

                                   T3 8

                                   T4 1 6

                                   T6 1

                                   T12 1 15

                                   T13 1

                                   T25 2

                                   T28 2 10

    T B3264 3

 T 型別不能 2

B群溶血性レンサ球菌  1

G群溶血性レンサ球菌  

百日咳菌 1

黄色ブドウ球菌 1

髄膜炎菌

インフルエンザ菌 1

肺炎球菌 1

大腸菌 1

不検出 0 22 1

T（T型別）：A群溶血性レンサ球菌の菌体表面のトリプシン耐性T蛋白を用いた型別方法

【  細菌担当  】

感 染 症 発 生 動 向 調 査 に お け る 病 原 体 検 査 11月

11月 2009年1～11月

11月 2009年1～11月
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取り扱い件数

11月 2009年1-11月

分 離 菌 株 数

菌種名

コレラ  Ｏ－１ 1 1

          Ｏ－１以外 2

赤痢菌  Ａ

             Ｂ 1

             Ｃ

             Ｄ 1 8

その他 1

チフス菌

パラチフスA菌 1

その他のサルモネラ

Ｏ４群 1

Ｏ７群 1

Ｏ８群 2

Ｏ９群 1

Ｏ３，１０群

            その他

腸管病原性大腸菌 4

毒素原性大腸菌 2 8

組織侵入性大腸菌

腸管出血性大腸菌 2 70

腸管凝集性大腸菌

腸炎ビブリオ 1

黄色ブドウ球菌 2 *1 30 2

カンピロバクター 34 3

ウェルシュ菌 11

A群溶血性レンサ球菌 5 53

B群溶血性レンサ球菌 1

レジオネラ 3

セレウス菌 2

インフルエンザ菌 1

肺炎球菌 1

百日咳菌 1

VRE 1

その他

【  細菌担当  】

由  来  別  病  原 菌  検  出  状  況 11月

ヒ  ト

検体の種類 糞便、尿、咽頭ぬぐい液、

喀痰等 菌株による依頼を含む

58 0

食  品

*1  
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌

11月

食品、食品容器等のふきとり、

飲料水等

2009年1-11月
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表1 2009年10月 アクセス順位 

順位 タイトル 件数 

 1 インフルエンザ流行情報 15,145

 2 トリコモナス感染症について 10,688

 3 感染症発生状況 9,527

 4 マイコプラズマ肺炎について 7,721

 5 インフルエンザワクチンについて 5,507

 6 インフルエンザについて 4,876

 7 
2009（平成21）年度の季節性インフルエンザ 

ワクチンについて 
4,178

 8 生物化学兵器について 4,071

 9 チメロサールとワクチンについて 3,792

 10 2009年第41週（10月5日から10月11日） 3,373

データ提供：行政運営調整局IT活用推進課

衛生研究所WEBページ情報 
（アクセス件数・順位 21年度10月分、電子メールによる問い合わせ・追加・更新記事 21年度11月分） 

 
横浜市衛生研究所ホームページ（衛生研究所WEBページ）は、1998年3月に開設され、感染症情報、保

健情報、食品衛生情報、生活環境衛生情報等を提供しています。 

2008年4月、市民にわかりやすくかつ迅速な情報提供を目指して、リニューアルを行いました。 

今回は、2009年10月のアクセス件数、アクセス順位及び2009年11月の電子メールによる問い合わせ、

WEB追加・更新記事について報告します。 

なお、アクセス件数については行政運営調整局IT活用推進課から提供されたデータを基に集計しまし

た。 
 

1 利用状況 

(1) アクセス件数 (2009年10月) 

2009年10月の総アクセス数は、282,318件でした。主な内訳は、感染症67.0%、食品衛生11.2%、保健情

報7.8%、検査情報月報2.5%、生活環境衛生1.3%、薬事2.6%でした。 

 

(2) アクセス順位 (2009年10月) 

10月のアクセス順位（表1）は、

第1位が「インフルエンザ情報」、

第2位が「トリコモナス感染症につ

いて」、第3位が「感染症発生状

況」でした。 

 

第1位に「インフルエンザ流行

情報」が入りました。 

新型インフルエンザの流行状

況が警報レベルとなり、関心が高

かったものと思われます。 

また、これから本格的な流行期

をむかえるにあたり、上位10位中

6項目がインフルエンザについての関連記事でした。 

第2位の「トリコモナス感染症について」は、米国のナショナル・ジオグラフィックという雑誌の「無敵のT・レ

ックスは寄生虫に負けた？」という記事がとりあげられました。この寄生虫がトリコモナスということで、Yahoo

ニュースから「トリコモナス感染症について」にリンクが張られ、その影響により、アクセス件数が増加し、先

月に引き続き、上位にランクインしています。 

第4位に「マイコプラズマ肺炎」、第8位が「生物化学兵器について」が入りました。 

国立感染症情報センターの報告によると、「マイコプラズマ肺炎」は、定点当たりの報告数は45週（2009

年11/2～8）増加、46週（2009年11/9～15）で減少しましたが、47週（2009年11/16～22）は増加していま

す。 

「生物化学兵器について」は、オバマ大統領の来日、米軍再編問題、核軍縮・不拡散問題、北朝鮮の核

問題等の影響もあって、感心が高かったものと思われます。 
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(3) 電子メールによる問い合わせ （2009年11月） 

2009年11月にホームページのお問合わせフォームを通していただいた電子メールによる問い合わせ

の合計は、3件でした（表2）。 

 

 

2 追加・更新記事 （2009年11月） 

2009年11月に追加・更新した主な記事は、8件でした（表3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 感染症・疫学情報課 】 

表3 2009年11月 追加・更新記事 

掲載月日 内容 備考 

11月4日 感染症に気をつけよう（11月号） 更新 

11月6日 肺炎球菌感染症について 追加 

11月11日 横浜市人口動態統計資料（平成20年） 追加 

11月18日 レジオネラ症について 更新 

11月20日 横浜市インフルエンザ等流行情報 9号 追加 

11月25日 トリコモナス感染症について 更新 

11月26日 横浜市における麻しん患者届出状況 （2009年） 追加 

11月30日 高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の発生状況 更新 

 

表2 2009年11月 電子メールによる問い合わせ 

内容 件数 回答部署 

リンクについて（トキソプラズマ症について） 1 衛生研究所 

紙コップを利用した調理について 1 衛生研究所 

抄録の提供について 1 衛生研究所 

 

 




